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国民年金
コーナー

退職（失業）による
特例免除制度

　

厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
た
方

が
20
歳
以
上
60
歳
未
満
で
退
職（
失

業
）す
る
と
、
役
場
で
国
民
年
金
の

第
一
号
被
保
険
者
に
な
る
た
め
の

手
続
き
を
行
い
、
平
成
24
年
度
は

月
額
１
万
４
，
９
８
０
円
の
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済

的
に
困
難
な
方
に
は
、
申
請
に

よ
っ
て
保
険
料
の
納
付
を
免
除
さ

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

免
除
制
度
を
利
用
す
る
と
、
保

険
料
を
納
め
な
く
と
も
免
除
さ
れ

た
期
間
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

①
老
齢
基
礎
年
金
・
老
齢
厚
生
年

　

金
の
受
給
資
格
期
間
の
25
年
に

　

算
入
さ
れ
ま
す
。

②
老
齢
基
礎
年
金
の
２
分
の
１
の

　

年
金
額
が
保
障
さ
れ
ま
す
。

③
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年

　

金
の
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ

　

れ
ま
す
。

◆
退
職（
失
業
）時
の
特
例
免
除
制
度

　

免
除
申
請
す
る
年
度
ま
た
は
そ

の
前
年
度
に
退
職（
失
業
）し
た
方

は
、
特
例
免
除
制
度
を
利
用
で
き

ま
す
。

　

こ
の
特
例
免
除
で
は
、
通
常
は

審
査
の
対
象
と
な
る
ご
本
人
の
所

得
の
状
況
を
除
外
し
て
審
査
が
行

わ
れ
ま
す
。
た
だ
し
配
偶
者
、
世

帯
主
に
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る

と
き
は
免
除
が
認
め
ら
れ
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

※
退
職
に
は
自
己
都
合
退
職
も
含

　

ま
れ
ま
す
。

◆
手
続
き

　

特
例
免
除
の
申
請
に
は
、「
国

民
年
金
保
険
料
免
除
申
請
書
」を

役
場
へ
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す（
申
請
書
は
役
場
ま
た
は
年
金

事
務
所
に
あ
り
ま
す
）。

　

手
続
き
に
必
要
な
も
の
は
次
の

と
お
り
で
す
。

①
年
金
手
帳
ま
た
は
納
付
書
な
ど

　

基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も
の

②
認
め
印（
本
人
が
署
名
す
る
場

　

合
は
不
要
）

③
失
業
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で

　

き
る
公
的
機
関
の
証
明
の
写
し

　
（
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
、　

　

離
職
票
な
ど
）

◆
被
扶
養
配
偶
者
の
方

　

厚
生
年
金
加
入
者
の
20
歳
以
上

60
歳
未
満
の
被
扶
養
配
偶
者
の
方

は
、
配
偶
者
の
退
職（
失
業
）に

よ
っ
て
、
国
民
年
金
の
種
別
が
、

第
三
号
被
保
険
者
か
ら
第
一
号
被

保
険
者
に
変
わ
り
、
保
険
料
の
納

付
義
務
が
生
じ
ま
す
。

　

こ
の
被
扶
養
配
偶
者
だ
っ
た
方

も
、
配
偶
者
の
方
が
退
職（
失
業
）

時
の
特
例
免
除
に
該
当
す
れ
ば
、

免
除
申
請
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
免
除
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
免
除
さ
れ
た
期
間
に
つ
い

て
は
、
10
年
以
内
に「
追
納
」を
し

て
、
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
を

増
や
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

免
除
制
度
と
追
納
制
度
の
詳
細

に
つ
い
て
は
年
金
事
務
所
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
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公
立
小
野
町
地
方
綜
合
病
院
か
ら

◎
新
任
の
副
院
長
を
紹
介
し
ま
す

当
病
院
の
副
院
長

と
し
て
就
任
し
た

尾
澤　

康
彰（
お

ざ
わ　

や
す
あ
き
）

医
師
を
紹
介
し
ま

す
。

　

は
じ
め
ま
し
て
。
こ
の
た
び
公
立
小
野

町
地
方
綜
合
病
院
に
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
尾
澤
康
彰
で
す
。

私
は
、
い
わ
き
市
小
名
浜
出
身
で
す
が
、

両
親
が
田
村
市
の
出
身
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
こ
れ
ま
で
小
野
町
に
は
何
度
も
来
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
び
縁
あ
っ
て

当
地
に
赴
任
す
る
こ
と
に
な
り
、
な
つ
か

し
さ
と
親
し
み
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

私
の
専
門
は
、
一
般
内
科
と
腎
臓
内
科

（
血
液
透
析
や
腎
炎
、
腎
不
全
な
ど
の
腎

臓
疾
患
）で
、
長
ら
く
こ
の
分
野
で
仕
事

を
し
て
き
ま
し
た
。

　

当
病
院
に
は
血
液
透
析
施
設
が
あ
り
、

多
く
の
透
析
患
者
さ
ん
や
腎
臓
を
患
っ
た

患
者
さ
ん
が
通
院
さ
れ
て
い
ま
す
。
微
力

で
は
あ
り
ま
す
が
、
少
し
で
も
お
役
に
立

て
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。


